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(57)【要約】
【課題】使用する電話番号を一段と少なくすることがで
きる電話接続システム及び電話接続方法を提供すること
。
【解決手段】第１の電話機５０と第２の電話機７０とを
電話網１３を介して通話接続する電話接続システム１０
０において、第１の電話機５０と第２の電話機７０とを
電話網１３とは異なるネットワーク１１を介して対応付
け、対応付けられた第１の電話機５０と第２の電話機７
０とを通話接続する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の電話機と第２の電話機とを電話網を介して通話接続する電話接続システムであっ
て、
　前記第１の電話機と前記第２の電話機とを前記電話網とは異なるネットワークを介して
対応付ける対応付け手段と、
　前記対応付けられた第１の電話機と第２の電話機とを通話接続する接続手段と、
　を具備することを特徴とする電話接続システム。
【請求項２】
　前記接続手段は、前記対応付けられた第１又は第２の電話機からの特定の電話番号への
着呼に応じて前記第１及び第２の電話機を通話接続することを特徴とする請求項１に記載
の電話接続システム。
【請求項３】
　前記接続手段は、前記特定の電話番号への着呼の発信元が前記第１又は第２の電話機の
いずれであるかを前記対応付けから判断し、該判断結果に基づいて、対応付けられた他方
の電話機へ前記特定の電話番号を発信者番号とする発呼を行い、前記他方の電話機からの
応答に応じて前記通話接続を行うことを特徴とする請求項２に記載の電話接続システム。
【請求項４】
　前記接続手段は、前記対応付けが行われたことを条件に、特定の電話番号を発信者番号
とする電話呼を前記第１及び第２の電話機にそれぞれ発呼し、前記第１及び第２の電話機
からの応答に応じて前記通話接続を行うことを特徴とする請求項４に記載の電話接続シス
テム。
【請求項５】
　前記接続手段は、前記ネットワークを介した接続要求に応じて、前記第１及び第２の電
話機を通話接続することを特徴とする請求項１に記載の電話接続システム。
【請求項６】
　前記接続手段は、前記ネットワークを介した接続要求に応じて特定の電話番号を発信者
番号とする電話呼を前記第１及び第２の電話機にそれぞれ発呼し、前記第１及び第２の電
話機からの応答に応じて前記通話接続を行うことを特徴とする請求項５に記載の電話接続
システム。
【請求項７】
　前記接続手段は、前記対応付けが行われたことを条件に前記第１及び第２の電話機を通
話接続することを特徴とする請求項５又は請求項６に記載の電話接続システム。
【請求項８】
　前記接続手段は、少なくとも前記第１及び第２の電話機が前記対応付けられていない場
合には、前記通話接続を拒否することを特徴とする請求項１に記載の電話接続システム。
【請求項９】
　第１の電話機と第２の電話機とを電話網を介して通話接続する電話接続方法であって、
　前記第１の電話機と前記第２の電話機とを前記電話網とは異なるネットワークを介して
対応付けるステップと、
　前記対応付けられた第１の電話機と第２の電話機とを通話接続するステップと、
　を具備することを特徴とする電話接続方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電話接続システム及び電話接続方法に関し、例えば、転送機能を持った電話接
続システム及び電話接続方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電話機同士を接続する電話接続システムとして、第１の電話機から転送用電話番
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号へ着信した着信呼を転送先へ転送する転送システムがある。このシステムにおいては、
第２の電話機へ転送するための転送用電話番号が第２の電話機の電話番号と対応付けられ
ていることにより、この転送用電話番号に着信した着信呼を第２の電話機へ転送する処理
が行われる。
【０００３】
　なお、発呼者のダイヤルした番号を交換機においてデータベースを参照して付け替える
電話交換システムが提案されている（例えば、特許文献１参照）。かかる電話交換システ
ムは、発呼加入者のダイヤルした番号が優先的に着信を許容する優先着信加入者への接続
を示す所定の特番である場合に、発呼加入者から受信した被呼者の契約加入者番号を、デ
ータベースを参照して本来の一般電話番号に変換する。
【特許文献１】特開２００３－２４４３２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来の転送システムにおいては、第２の電話機の電話番号と、該第２の電話
機へ転送するための転送用電話番号とが１対１で対応付けられており、いずれの発信元か
ら転送用電話番号に着信しても当該転送用電話番号と１対１で対応付けられた転送先へ着
信呼を転送できるように管理されている。
【０００５】
　しかしながら、転送用電話番号と転送先とを１対１で対応付けたのでは、転送設定数の
増加に応じて大量の転送用電話番号を回線契約する必要が生じ、コストが増大するという
問題があった。
【０００６】
　また、転送呼の発信者番号として転送用番号が通知されるため、転送先から発信元へ直
接呼び返しができないといった問題がある。
【０００７】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、使用する電話番号を一段と少なくし得
る電話接続システム及び電話接続方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の電話接続システムは、第１の電話機と第２の電話機とを電話網を介して通話接
続する電話接続システムであって、前記第１の電話機と前記第２の電話機とを前記電話網
とは異なるネットワークを介して対応付ける対応付け手段と、前記対応付けられた第１の
電話機と第２の電話機とを通話接続する接続手段と、を具備することを特徴とする。
【０００９】
　このように構成された電話接続システムによれば、第１の電話機と第２の電話機とを対
応付けた上で第１の電話機と第２の電話機とを通話接続することにより、第１及び第２を
通話接続する際に用いられる電話番号として同じ電話番号を複数組の対応付けに用いるこ
とができ、その分、使用する電話番号を少なくすることができる。
【００１０】
　また本発明は、上記電話接続システムにおいて、前記接続手段は、前記対応付けられた
第１又は第２の電話機からの特定の電話番号への着呼に応じて前記第１及び第２の電話機
を通話接続することを特徴とする。
【００１１】
　このように、特定の電話番号への着呼があった場合に、対応付けられている第１及び第
２の電話機の通話接続を行うことにより、接続要求を受け付けるための一つの特定の電話
番号を設定するだけで、複数組の対応付けに対して各々通話接続を行うことが可能となる
。
【００１２】
　また本発明は、上記電話接続システムにおいて、前記接続手段は、前記特定の電話番号
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への着呼の発信元が前記第１又は第２の電話機のいずれであるかを前記対応付けから判断
し、該判断結果に基づいて、対応付けられた他方の電話機へ前記特定の電話番号を発信者
番号とする発呼を行い、前記他方の電話機からの応答に応じて前記通話接続を行うことを
特徴とする。
【００１３】
　これにより、第１及び第２の電話機においては互いに相手の電話番号を秘匿した状態で
通話を行うことが可能となる。
【００１４】
　また本発明は、上記電話接続システムにおいて、前記接続手段は、前記対応付けが行わ
れたことを条件に、特定の電話番号を発信者番号とする電話呼を前記第１及び第２の電話
機にそれぞれ発呼し、前記第１及び第２の電話機からの応答に応じて前記通話接続を行う
ことを特徴とする。
【００１５】
　これにより、第１及び第２の電話機においては互いに相手の電話番号を秘匿した状態で
通話を行うことが可能となる。
【００１６】
　また本発明は、上記電話接続システムにおいて、前記接続手段は、前記ネットワークを
介した接続要求に応じて、前記第１及び第２の電話機を通話接続することを特徴とする。
【００１７】
　このように、第１及び第２の電話機の対応付けが行われた状態においてネットワークを
介した接続要求により第１及び第２の電話機の通話接続が行われることにより、第１又は
第２の電話機から電話網を介した接続要求を発呼することなく通話接続を行うことが可能
となる。
【００１８】
　また本発明は、上記電話接続システムにおいて、前記接続手段は、前記ネットワークを
介した接続要求に応じて特定の電話番号を発信者番号とする電話呼を前記第１及び第２の
電話機にそれぞれ発呼し、前記第１及び第２の電話機からの応答に応じて前記通話接続を
行うことを特徴とする。
【００１９】
　このように、第１及び第２の電話機を通話接続する際に特定の電話番号が発信者番号と
して通知されることにより、第１及び第２の電話機においては互いに相手の電話番号を秘
匿した状態で通話を行うことが可能となる。
【００２０】
　また本発明は、上記電話接続システムにおいて、前記接続手段は、前記対応付けが行わ
れたことを条件に前記第１及び第２の電話機を通話接続することを特徴とする。
【００２１】
　このように、第１及び第２の電話機の対応付けが行われた場合に、第１及び第２の電話
機が通話接続されることにより、通話接続のための接続要求を送信する必要がなくなる。
【００２２】
　また本発明は、上記電話接続システムにおいて、前記接続手段は、少なくとも前記第１
及び第２の電話機が前記対応付けられていない場合には、前記通話接続を拒否することを
特徴とする。
【００２３】
　これにより、対応付けが行われていない場合には、接続要求が送信されても通話接続が
されないことにより、誤接続を防止することができる。
【００２４】
　本発明の電話接続方法は、第１の電話機と第２の電話機とを電話網を介して通話接続す
る電話接続方法であって、前記第１の電話機と前記第２の電話機とを前記電話網とは異な
るネットワークを介して対応付けるステップと、前記対応付けられた第１の電話機と第２
の電話機とを通話接続するステップと、を具備することを特徴とする。
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【００２５】
　このように構成された電話接続方法によれば、第１の電話機と第２の電話機とを対応付
けた上で第１の電話機と第２の電話機とを通話接続することにより、第１及び第２を通話
接続する際に用いられる電話番号として同じ電話番号を複数組の対応付けに用いることが
でき、その分、使用する電話番号を少なくすることができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、使用する電話番号を一段と少なくし得る電話接続システム及び電話接
続方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施の形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。
（第１の実施の形態）
　図１は、本実施の形態に係る電話接続システム１００を含む電話システムの概略的なシ
ステム構成図である。電話接続システム１００は、発信元である第１の電話機（例えば、
携帯電話機５０）から転送用電話番号へ着信した着信呼を転送先である第２の電話機（例
えば、固定電話機７０）へ転送処理するサーバである。
【００２８】
　電話接続システム１００は、電話接続システム１００の着信呼の転送先を決定する際に
転送先電話番号及び発信者番号を検索する転送先管理データベース１１０と、電話機から
要求された接続を行う呼の設定、及び接続を切るための呼の解放といった呼制御を行う呼
制御サーバ１２０と、転送先管理データベース１１０の検索結果に基づいて呼制御サーバ
１２０の呼制御を制御する状態管理サーバ１３０とを主に備えている。
【００２９】
　電話接続システム１００は、インターネット１１等のネットワーク上に設けられており
、ゲートウェイ（図示せず）を介して電話網１３と接続可能となっている。なお図１にお
いて、電話網１３は、移動通信網及び固定電話網（公衆電話網）を含む概念である。この
電話網１３には、移動通信センタ（図示せず）が設けられており、携帯電話機５０は、該
移動通信センタを介して移動通信網（電話網１３）に接続する。また、固定電話機７０は
交換機（図示せず）を介して公衆電話網（電話網１３）に接続する。
【００３０】
　携帯電話機５０又は固定電話機７０から上記の転送用電話番号をダイヤルして発信され
た呼は、電話網１３及びインターネット１１を介して電話接続システム１００の呼制御サ
ーバ１２０に着信する。
【００３１】
　ここで、携帯電話機５０は、携帯電話データ網１２及びインターネット１１を介して電
話システム１００の状態管理サーバ１３０にアクセスすることができるようになっており
、また、コンピュータ等の端末装置６０は、インターネット１１を介して状態管理サーバ
１３０にアクセスすることができるようになっている。
【００３２】
　これにより、携帯電話機５０は、携帯電話データ網１２及びインターネット１１を介し
て電話接続システム１００の状態管理サーバ１３０が提供する電話接続サービスにログイ
ンすることができ、また、端末装置６０は、インターネット１１を介して状態管理サーバ
１３０の該電話接続サービスにログインすることができる。例えば、携帯電話機５０によ
るログインにおいて、該携帯電話機５０のユーザＡにより携帯電話機５０の電話番号によ
るログインが行われ、端末装置６０によるログインにおいて、固定電話機７０のユーザＢ
による固定電話機７０の電話番号によるログインが行われた場合、状態管理サーバ１３０
では、これらのログインに基づいて、携帯電話機５０の電話番号と固定電話機７０の電話
番号とを、電話接続システム１００の代表電話番号で対応付け、これらを転送先管理デー
タベース１１０に登録する。
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【００３３】
　転送先管理データベース１１０では、この登録された電話番号同士（携帯電話機５０及
び固定電話機７０の電話番号）を代表電話番号で対応付けていることにより、携帯電話機
５０からの該代表電話番号への着信があった場合に、転送先管理データベース１１０に登
録されている相手側である固定電話機７０へ転送するようになっている。因みに、本実施
の形態においては、携帯電話機５０から代表電話番号へ電話をかける場合について説明す
るが、本発明はこれに限られるものではなく、固定電話機７０から代表電話番号へ電話を
かけるようにしてもよい。
【００３４】
　次に、状態管理サーバ１３０による転送先管理データベース１１０を利用した番号管理
方法を説明する。図２は、転送先管理データベース１１０における番号管理方法の概念図
である。本実施の形態においては、同時に二人のユーザが参加して電話会議を行う場合に
ついて説明するが、本発明はこれに限られるものではなく、三人以上のユーザが同時に参
加するようにしてもよい。
【００３５】
　図２に示すように、状態管理サーバ１３０が提供する電話接続サービス（ユーザが電話
会議に参加するためのサイト）としてのサイト１に対して、第１のユーザＡがログインし
て携帯電話機５０（電話番号：０９０－１１１－ｘｘｘｘ）の電話番号を登録し、また第
２のユーザＢがサイト１にログインして固定電話機７０（電話番号：０３－３４５６－ｂ
ｂｂｂ）の電話番号を登録すると、状態管理サーバ１３０は、サイト１について、転送先
管理データベース１１０に携帯電話機５０及び固定電話機７０の各電話番号が参加者電話
番号として対応付けられ、またこれらが転送用電話番号（本実施形態の場合、代表電話番
号）と対応付けられて登録される。
【００３６】
　この対応付けによって、これら対応付けられたいずれか一方の電話番号から電話接続シ
ステム１００の代表電話番号（例えば０５０－２２２２－ａａａａ）に着信があった場合
には、状態管理サーバ１３０は、この着信呼を、対応付けられた他方の電話番号へ転送す
る。これにより、同じサイト１にログインしているユーザＡ（携帯電話機５０）及びユー
ザＢ（固定電話機７０）においては、電話接続システム１００の代表電話番号へ電話をか
けることにより、電話接続システム１００によって、その電話呼が他方のログイン中の電
話番号の電話機へ転送されることになる。
【００３７】
　転送先管理データベース１１０では、各サイト（サイト１、サイト２、……）ごとにロ
グインのあったユーザ（電話機）同士が電話接続システム１００の代表電話番号に対応付
けて登録される。例えば、図２に示す例では、サイト１にログインした電話番号０９０－
１１１－ｘｘｘｘ（ユーザＡ）と０３－３４５６－ｂｂｂｂ（ユーザＢ）とが対応付けら
れ、また、サイト２にログインした電話番号０９０－１１２－ｘｘｘｘ（ユーザＣ）と０
４２－１１１－ｃｃｃｃ（ユーザＤ）とが対応付けられる。これにより、図３に示すよう
に、ユーザＡ及びユーザＢと、ユーザＣ及びユーザＤとは、それぞれ別々のサイト（サイ
ト１、サイト２）に登録される。
【００３８】
　図４は、ユーザによるログインから電話会議への参加までの手順を示す概略図である。
図３に示すように、まず、携帯電話機５０のユーザＡが携帯電話機５０からインターネッ
ト１１を介して電話接続システム１００の状態管理サーバ１３０のサイト１にアクセスし
てログインする（ステップＳＴ１０１）。このログインした結果は、転送先管理データベ
ース１１０に登録される。また、固定電話機７０のユーザＢが端末装置６０を用い、イン
ターネット１１を介して状態管理サーバ１３０のサイト１にアクセスしてログインする（
ステップＳＴ１０２）。この場合、ユーザＢは、固定電話機７０の電話番号を指定してロ
グインする。このログインした結果は、転送先管理データベース１１０に登録される。因
みに、ユーザがサイトを指定する方法としては、ＵＲＬ(Uniform Resource Locator)のパ
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ス、パラメータ、クッキー等による指定、又は相手の状態をプレゼンス情報によって取得
し、例えばオンライン状態になった場合に通話接続を確立させる方法等種々の方法が考え
られる。本実施の形態は、この指定方法を限定するものではない。
【００３９】
　このようにサイト１に複数のユーザ（ユーザＡ及びユーザＢ）がログインすると、これ
らのユーザ（電話番号）が転送先管理データベース１１０において対応付けられた状態と
なることにより（ステップＳＴ１０３）、電話会議を開始する条件が整ったことになる。
複数のユーザが転送先管理データベース１１０において対応付けられた状態となると、状
態管理サーバ１３０は、これら対応付けられて転送先管理データベース１１０に登録され
たユーザ（電話番号）の一方から電話の着信があった場合に、この着信呼を他方のユーザ
（電話番号）へ転送する。
【００４０】
　例えば、ユーザＡ（携帯電話機５０）が電話接続システム１００の代表電話に電話をか
けると（ステップＳＴ１０４）、呼制御サーバ１２０は、このユーザＡ（携帯電話機５０
）からの着信呼を状態管理サーバ１３０へ通知する。状態管理サーバ１３０は、この通知
に基づいて、転送先管理データベース１１０を検索することにより、ユーザＡ（携帯電話
機５０）の電話番号が転送先管理データベース１１０に登録されているか否かを判断する
。そして、登録されている場合には、呼制御サーバ１２０を制御することにより、この携
帯電話機５０からの着信呼を他方のユーザＢ（固定電話機６０）へ転送する（ステップＳ
Ｔ１０５）。この場合、転送呼の発信者として、電話接続システム１００の代表電話番号
が固定電話機７０に通知される。
【００４１】
　この転送呼にユーザＢ（固定電話機７０）が応答することにより、呼制御サーバ１２０
によってユーザＡ（携帯電話機５０）とユーザＢ（固定電話機７０）との間が通話接続さ
れることにより、ユーザＡ（携帯電話機５０）とユーザＢ（固定電話機７０）との間で通
話が成立する（ステップＳＴ１０６）。ユーザＡ（携帯電話機５０）とユーザＢ（固定電
話機７０）との通話接続は、呼制御サーバ１２０を介した転送によって行われていること
により、互いの電話機（携帯電話機５０、固定電話機７０）には、発信者番号として、転
送を行った呼制御サーバ１２０の電話番号（すなわち、電話接続システム１００の代表電
話番号）が通知される。これにより、ユーザＡ、ユーザＢは、互いに相手の電話番号を認
識しない状態で電話会議が行われる。
【００４２】
　また、本実施の形態に係る電話接続システム１００においては、転送先管理データベー
ス１１０において、サイトごとにログインのあった複数のユーザを代表電話に対応付けて
登録することにより、ユーザＡから代表電話番号へ着信呼があった場合、状態管理サーバ
１３０は、この着信呼については、転送先管理データベース１１０に登録されている他方
のユーザＢへの転送を目的とするものであるものと判断することができる。
【００４３】
　これにより、転送先管理データベース１１０に対応付けが登録されていれば、その対応
付けが複数組（すなわち複数のサイトが設定されている）あったとしても、一人のユーザ
が一つのサイトにのみ登録する限りにおいては、転送用に使用される電話番号（転送用電
話番号）は、電話接続システム１の代表電話番号だけでよく、従来のように転送先に対し
て個別に転送用電話番号を設定する場合に比べて、使用する電話番号の数を各段に少なく
することができる。
【００４４】
　ユーザＡとユーザＢとがログインした状態から、その一方又は両方がログアウトする場
合について説明する。図５に示すように、ユーザＡ及びユーザＢが電話接続システム１０
０の例えばサイト１にログインしている状態において、ユーザＡがサイト１からログアウ
トすると共に（ステップＳＴ１１１）、ユーザＢがサイト１からログアウトする（ステッ
プＳＴ１１２）。
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【００４５】
　ユーザＡ及びユーザＢの両方又はいずれか一方がサイト１からログアウトすると、状態
管理サーバ１３０は、転送先管理データベース１１０に登録されているユーザＡ（携帯電
話機５０）とユーザＢ（固定電話機７０）との割り付けを使用禁止状態とする（ステップ
ＳＴ１１３）。
【００４６】
　この使用禁止状態において、例えばユーザＡが携帯電話５０から、電話会議に参加する
ための電話接続システム１００の代表電話番号に電話をかけると（ステップＳＴ１１４）
、状態管理サーバ１３０は、呼制御サーバ１２０に着呼したユーザＡからの着信呼に基づ
いて、ユーザＡを特定する。そして、状態管理サーバ１３０は、転送先管理データベース
１１０を参照することにより、ユーザＡが未ログイン状態又は接続先の割り付けが行われ
ていない状態であることを認識する。これにより、状態管理サーバ１３０は、ユーザＡか
らの接続要求（接続先への転送）を拒否する（ステップＳＴ１１５）。
【００４７】
　かくして、ユーザＡ又はユーザＢのいずれか又は両方がログアウトした場合には、電話
会議に参加するための電話接続システム１００の代表電話番号に電話をかけても、接続（
転送）が拒否されることにより、電話会議への誤接続を回避することができる。
【００４８】
　なお、上述の第１の実施の形態においては、二人のユーザが登録して電話会議を行う場
合について述べたが、本発明はこれに限られるものではなく、三人以上が参加することも
できる。この場合には、電話接続システム１００（状態管理サーバ１３０）の一つのサイ
トに三人以上のユーザ（ユーザＡ、ユーザＢ、ユーザＣ、……）がログインすることで、
これらのユーザ（電話番号）と電話接続システム１００の代表電話番号とが一つのグルー
プとして対応付けられて転送先管理データベース１１０に登録される。そして、この登録
状態（ログイン状態）において、登録されているいずれかのユーザ（例えばユーザＡ）が
電話接続システム１００の代表電話番号に電話をかけることにより、状態管理サーバ１３
０は、この着信呼を同一グループとして登録されている他の全てのユーザ（例えばユーザ
Ｂ、ユーザＣ）に転送することにより、これら全てのユーザが同時に電話会議に参加する
ことができる。
【００４９】
　また、上述の実施の形態においては、図４について上述したように、電話会議に参加し
ようとする全てのユーザ（ユーザＡ及びユーザＢ）がログインする場合について述べたが
、本発明はこれに限られるものではなく、予めユーザＢが固定電話機７０の電話番号を電
話接続システム１００の代表番号と対応付けて登録しておく場合には、ユーザＢがログイ
ンする必要はなく、図４の例では、ユーザＡのみがログインすればよい。この場合、図６
に示すように、例えば、ユーザＢとサイト１とが予め対応付けられており、ユーザＤがサ
イト２に予め対応付けられている。従って、例えばユーザＡは、サイト１にログインする
ことにより、ユーザＢと対応付けられることになり、また例えばユーザＣがサイト２にロ
グインすることにより、ユーザＤと対応付けられることになる。
【００５０】
（第２の実施の形態）
　図７は、第２の実施の形態に係る電話接続システム２００の概略的なシステム構成図で
ある。この電話接続システム２００は、第１の実施の形態に示した電話接続システム１０
０と比べて、ログインにより転送先管理データベース１００に登録されて形成された各グ
ループについて、電話会議に参加するための電話番号を電話接続システム１００の代表電
話番号とはせずに、複数の電話番号を使用する点が異なる。従って、図７においては、図
１と同一部分には同一符号を付して、重複した説明を省略する。
【００５１】
　図７に示す電話接続システム２００の状態管理サーバ２３０は、図１に示した状態管理
サーバ１３０と比べて、ログインしたユーザでグループを形成した場合に、そのグループ
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ごとに複数の転送用電話番号のいずれかを使い回す点が異なる。すなわち、図１に示した
状態管理サーバ１３０では、ログインしたユーザのグループが複数あった場合でも全ての
グループに対して、電話接続システム１００の代表電話番号を割り当てるようになされて
いるのに対して、本実施の形態の状態管理サーバ２３０においては、予め複数の転送用電
話番号を用意しておき、ログインしたユーザのグループごとに複数の転送用電話番号のい
ずれかを割り当てるようになされている。複数のグループが存在する場合には、それぞれ
別々の転送用電話番号が割り当てられるが、用意された転送用電話番号の数よりも形成さ
れたグループの数の方が多い場合には、異なるグループに同一の転送用電話番号を割り当
ててもよい。
【００５２】
　この場合、図８に示すように、転送先管理データベース１１０に登録されるユーザ（参
加者電話番号）のグループに対して、一つの転送用電話番号が割り当てられる。例えば、
サイト１にログインした電話番号０９０－１１１－ｘｘｘｘと０３－３４５６－ｂｂｂｂ
とが、転送用電話番号０５０－１１１１－ａａａａに対応付けられ、また、サイト２にロ
グインした電話番号０９０－１１２－ｘｘｘｘと０４２－１１１－ｃｃｃｃとが、転送用
電話番号０５０－２２２２－ｂｂｂｂに対応付けられる。
【００５３】
　なお、これらの対応付けは、各々のユーザ（電話番号）がログアウトした際に転送先管
理データベース１１０から削除される。そして、一つのサイトについて全ての登録ユーザ
（電話番号）がログアウトした時点で該当サイトに対する転送用電話番号の割り当てが解
除される。
【００５４】
　次に、ユーザによるログインから電話会議への参加までの手順を図７を用いて説明する
。まず、携帯電話機５０のユーザＡが携帯電話機５０からインターネット１１を介して電
話接続システム２００の状態管理サーバ２３０のサイト１にアクセスしてログインする（
ステップＳＴ２０１）。このログインした結果は、転送先管理データベース１１０に登録
される。また、固定電話機７０のユーザＢが端末装置６０を用い、インターネット１１を
介して状態管理サーバ２３０のサイト１にアクセスしてログインする（ステップＳＴ２０
２）。この場合、ユーザＢは、固定電話機７０の電話番号を指定してログインする。この
ログインした結果は、転送先管理データベース１１０に登録される。これらのユーザには
、同じ転送用電話番号が割り当てられ、この転送用電話番号によってユーザが対応付けら
れる。
【００５５】
　このようにサイト１に複数のユーザ（ユーザＡ及びユーザＢ）がログインすると、これ
らのユーザ（電話番号）が転送先管理データベース１１０において対応付けられた状態と
なることにより（ステップＳＴ２０３）、電話会議を開始する条件が整ったことになる。
本実施の形態では、複数の転送用電話番号のいずれかが使用されるようになっており、ユ
ーザに対して割り当てられた転送用電話番号を知らせる必要がある。そこで、状態管理サ
ーバ２３０は、ユーザＡ（携帯電話気５０）に対して、該ユーザＡ（携帯電話機５０）に
割り当てられた転送用電話番号が通知される（ステップＳＴ２０４）。この通知のタイミ
ングは、ユーザＡがサイト１にログインして転送先管理データベース１１０に登録された
時点、または、ユーザＡに加えて他のユーザ（ユーザＢ）がサイト１にログインして転送
先管理データベース１１０に登録した時点のいずれであってもよい。他のユーザ（ユーザ
Ｂ）が登録した時点で通知するようした場合、ユーザＡは、この通知によって電話会議に
他のユーザが登録したことを認識することができる。
【００５６】
　また、ユーザＢに対しては、該ユーザＢがログインして登録したタイミングで転送用電
話番号が通知される（ステップＳＴ２０５）。なお、複数のユーザ（ユーザＡ、ユーザＢ
）が登録した状態でユーザＡからのみ電話会議の開始を指定する場合には、転送用電話番
号のユーザＢへの通知（ステップＳＴ２０５）は必要ない。
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【００５７】
　かくして、複数のユーザが転送先管理データベース１１０において、割り当てられた転
送用電話番号によって対応付けられた状態となると、状態管理サーバ２３０は、これら対
応付けられて転送先管理データベース１１０に登録されたユーザ（電話番号）の一方から
電話の着信があった場合に、この着信呼を他方のユーザ（電話番号）へ転送する。
【００５８】
　例えば、ユーザＡ（携帯電話機５０）が電話接続システム２００の代表電話に電話をか
けると（ステップＳＴ２０６）、呼制御サーバ１２０は、このユーザＡ（携帯電話機５０
）からの着信呼を状態管理サーバ２３０へ通知する。状態管理サーバ２３０は、この通知
に基づいて、転送先管理データベース１１０を検索することにより、ユーザＡ（携帯電話
機５０）の電話番号が転送先管理データベース１１０に登録されているか否かを判断する
。そして、登録されている場合には、呼制御サーバ１２０を制御することにより、この携
帯電話機５０からの着信呼を他方のユーザＢ（固定電話機７０）へ転送する（ステップＳ
Ｔ２０７）。この場合、転送呼の発信者として、転送用管理データベース１１０にユーザ
ＡとユーザＢが対応付けられた転送用電話番号が固定電話機７０に通知される。
【００５９】
　この転送呼にユーザＢ（固定電話機７０）が応答することにより、呼制御サーバ１２０
によってユーザＡ（携帯電話機５０）とユーザＢ（固定電話機７０）との間が通話接続さ
れることにより、ユーザＡ（携帯電話機５０）とユーザＢ（固定電話機７０）との間で通
話が成立する（ステップＳＴ２０８）。ユーザＡ（携帯電話機５０）とユーザＢ（固定電
話機７０）との通話接続は、呼制御サーバ１２０を介した転送によって行われていること
により、互いの電話機（携帯電話機５０、固定電話機７０）には、発信者番号として、転
送を行った呼制御サーバ１２０の転送用電話番号（ユーザＡ、ユーザＢの登録を対応付け
るために割り当てられた番号）が通知される。これにより、ユーザＡ、ユーザＢは、互い
に相手の電話番号を認識しない状態で電話会議が行われる。
【００６０】
　また、本実施の形態に係る電話接続システム２００においては、転送先管理データベー
ス１１０において、サイトごとにログインのあった複数のユーザを転送用電話番号に対応
付けて登録することにより、ユーザＡから代表電話番号へ着信呼があった場合、状態管理
サーバ２３０は、この着信呼については、転送先管理データベース１１０に登録されてい
る他方のユーザＢへの転送を目的とするものであるものと判断することができる。
【００６１】
　転送先管理データベース１１０においては、予め用意されている複数の転送用電話番号
のいずれかを用いてユーザＡとユーザＢとが対応付けられており、同一ユーザが異なるサ
イトにおいてそれぞれ登録する場合にはそれぞれのサイトにおいて異なる転送用電話番号
を使用する必要があるが、異なるユーザが登録するサイトについては、同じ転送用電話番
号を使用してもよく、これにより、従来に比べて、使用する転送用電話番号を少なくする
ことができる。
【００６２】
　なお、上述の第２の実施の形態においては、二人のユーザが登録して電話会議を行う場
合について述べたが、本発明はこれに限られるものではなく、三人以上が参加することも
できる。この場合には、電話接続システム２００（状態管理サーバ２３０）の一つのサイ
トに三人以上のユーザ（ユーザＡ、ユーザＢ、ユーザＣ、……）がログインすることで、
これらのユーザ（電話番号）と転送用電話番号とが一つのグループとして対応付けられて
転送先管理データベース１１０に登録される。そして、この登録状態（ログイン状態）に
おいて、登録されているいずれかのユーザ（例えばユーザＡ）が転送用電話番号に電話を
かけることにより、状態管理サーバ２３０は、この着信呼を同一グループとして登録され
ている他の全てのユーザ（例えばユーザＢ、ユーザＣ）に転送することにより、これら全
てのユーザが同時に電話会議に参加することができる。
【００６３】
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　また、上述の実施の形態においては、図７について上述したように、電話会議に参加し
ようとする全てのユーザ（ユーザＡ及びユーザＢ）がログインする場合について述べたが
、本発明はこれに限られるものではなく、図６について上述した場合と同様にして、予め
ユーザＢが固定電話機７０の電話番号を転送用電話番号と対応付けて登録しておく場合に
は、ユーザＢがログインする必要はなく、図６の例では、ユーザＡのみがログインすれば
よい。
【００６４】
（第３の実施の形態）
　図９は、第３の実施の形態に係る電話接続システム３００の概略的なシステム構成図で
ある。この電話接続システム３００は、第１の実施の形態に示した電話接続システム１０
０及び第２の実施の形態に示した電話接続システム２００と比べて、コールバックを利用
した点が異なる。従って、図９においては、図１（第１の実施の形態）及び図７（第２の
実施の形態）と同一部分には同一符号を付して、重複した説明を省略する。
【００６５】
　図９に示す電話接続システム３００の状態管理サーバ３３０は、図１に示した状態管理
サーバ１３０及び図７に示した状態管理サーバ２３０と比べて、コールバックを実行する
点が異なる。すなわち、ユーザＡ及びユーザＢがそれぞれ電話接続システム３００の例え
ばサイト１にログイン（ステップＳＴ３０１、ステップＳＴ３０２）した状態において、
ログインした一方のユーザ（例えばユーザＢ）に対してログインした他方のユーザ（例え
ばユーザＡ）から代表電話番号（又は割り当てられた転送用電話番号）に電話をかけ、こ
れが転送された場合に、この転送呼を受けたユーザＢ側の固定電話機７０には、転送を行
った電話接続システム３００の代表電話番号（又は割り当てられた転送用電話番号）が発
信者番号として通知される。従って、ユーザＢが固定電話機７０を介して、該通知された
電話番号へ電話をかけ直すことにより（ステップＳＴ３０３）、コールバックが実施され
る。
【００６６】
　呼制御サーバ１２０がユーザＢ（固定電話機７０）からの電話呼を受けると、状態管理
サーバ３３０は、転送先管理データベース１１０に登録されているユーザＡ（携帯電話機
５０）の電話番号を検索し、この番号に転送する（ステップＳＴ３０４）。
【００６７】
　電話接続システム３００によって転送された電話呼を受けた携帯電話機５０には、その
発信者番号として電話接続システム３００の代表番号（又は割り当てられた転送用電話番
号）が通知される。この転送呼にユーザＡ（携帯電話機５０）が応答することにより、呼
制御サーバ１２０によってユーザＡ（携帯電話機５０）とユーザＢ（固定電話機７０）と
の間が通話接続されることにより、ユーザＡ（携帯電話機５０）とユーザＢ（固定電話機
７０）との間で通話が成立する（ステップＳＴ３０５）。
【００６８】
　このように、本実施の形態においては、ユーザＡ（携帯電話機５０）から発呼され、電
話接続システム３００によって転送された転送呼がユーザＢ（固定電話機７０）に着呼し
た場合において、この転送呼の発信者番号としてユーザＢに通知された電話接続システム
３００の代表電話番号（又は割り当てられた電話番号）に対してユーザＢが電話をかけ直
すと、電話接続システム３００においてこの電話呼をユーザＡ（携帯電話機５０）に転送
する。これにより、転送された電話呼に対してコールバックを行う場合においても、発信
元であるユーザＡ（携帯電話機５０）を特定して該電話呼を転送することができる。
【００６９】
（第４の実施の形態）
　図１０は、第４の実施の形態に係る電話接続システム４００の概略的なシステム構成図
である。この電話接続システム４００は、第１の実施の形態に示した電話接続システム１
００、第２の実施の形態に示した電話接続システム２００及び第３の実施の形態に示した
電話接続システム３００と比べて、クリックツーダイヤルサーバ４０１を用いる点が異な
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る。このクリックツーダイヤルサーバ４０１は、ログインしているユーザからの接続要求
に応じて、そのときログインしている各ユーザ（ユーザＡ、ユーザＢ）に対して、呼制御
サーバ１２０から発呼を行って両者を接続するためのサーバである。
【００７０】
　すなわち、図１０及び図１１に示すように、例えば、ユーザＡ及びユーザＢがそれぞれ
電話接続システム４００の例えばサイト１にログイン（ステップＳＴ４０１、ステップＳ
Ｔ４０２）した状態において、ログインした一方のユーザ（例えばユーザＡ）が携帯電話
機５０から携帯電話データ網１２及びインターネット１１を介してクリックツーダイヤル
サーバ４０１にアクセスして接続要求を送信すると（ステップＳＴ４０３）、クリックツ
ーダイヤルサーバ４０１は、状態管理サーバ４３０へユーザＡから接続要求があったこと
を通知する。状態管理サーバ４３０は、この通知に基づいて転送先管理データベース１１
０から、ユーザＡの参加者電話番号（携帯電話機５０の電話番号）とユーザＢの参加者電
話番号（固定電話機７０の電話番号）との割り付けが登録されているか否かを判断する。
そして、登録されている場合には、その両者へ発呼を行い（ステップＳＴ４０４、ステッ
プＳＴ４０５）、両者を通話接続する（ステップＳＴ４０６）。
【００７１】
　このように、本実施の形態の電話接続システム４００においては、クリックツーダイヤ
ルサーバ４０１を用いることにより、ログイン中のユーザ（例えばユーザＡ）からの接続
要求に基づいて、ログイン中の各ユーザ（ユーザＡ、ユーザＢ）に呼制御サーバ１２０に
よって電話発呼が行われる。これにより、各ユーザ（ユーザＡ、ユーザＢ）は、呼制御サ
ーバ１２０からの電話を受けることで電話会議を開始することができる。
【００７２】
　なお、上述の第４の実施の形態においては、二人のユーザ（ユーザＡ、ユーザＢ）がロ
グインして電話会議を行う場合について述べたが、本発明はこれに限られるものではなく
、例えば図１２に示すように、三人以上のユーザが参加するようにしてもよい。図１２に
示すように、例えば三人のユーザ（ユーザＡ、ユーザＢ、ユーザＣ）が参加する場合、ユ
ーザＡ及びユーザＢのログイン（ステップＳＴ４０１、ステップＳＴ４０２）に加えて、
ユーザＣがログイン（ステップＳＴ４１１）した場合を想定する。
【００７３】
　この場合、電話接続システム４００は、例えばユーザＡからの接続要求（ステップＳＴ
４０３）に基づいて、ユーザＡ及びユーザＢに対して電話発呼（ステップＳＴ４０４、ス
テップＳＴ４０５）を行うことに加えて、ユーザＣに対しても電話発呼を行う（ステップ
ＳＴ４１２）。
【００７４】
　これにより、ユーザＡとユーザＢとの間の通話接続（ステップＳＴ４０６）に加えて、
ユーザＢとユーザＣとの間が通話接続されると共に（ステップＳＴ４１３）、ユーザＡと
ユーザＣとの間も通話接続される（ステップＳＴ４１４）。かくして、三人以上のユーザ
が参加する場合であっても、各ユーザ（ユーザＡ、ユーザＢ、ユーザＣ）は、呼制御サー
バ１２０からの電話を受けることで電話会議を開始することができる。
【００７５】
　また、上述の第４の実施の形態においては、図１１及び図１２に示したように、各ユー
ザ（ユーザＡ、ユーザＢ（ユーザＣ））がログインした状態でいずれかのユーザ（例えば
ユーザＡ）から接続要求が送信された場合に、各ユーザ（ユーザＡ、ユーザＢ（ユーザＣ
））に電話発呼がなされて電話会議が開始される場合について述べたが、本発明はこれに
限られるものではなく、図１３に示すように、ユーザ（例えばユーザＡ）から接続要求（
ステップＳＴ４０３）を送信することなく、複数のユーザがログインした状態で電話接続
システム４００（呼制御サーバ１２０）からログイン済の各ユーザ（例えばユーザＡ、ユ
ーザＢ）に対して電話発呼を行うことにより（ステップＳＴ４０４、ステップＳＴ４０５
）、ログインした各ユーザは、電話会議を開始し得る状態（会議相手がログインした状態
）で、呼制御サーバ１２０からの電話を受けることで電話会議を開始することができる。
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（他の実施の形態）
　なお上述の各実施の形態においては、携帯電話機５０と固定電話機７０とを通話接続す
る場合について述べたが、これに限られるものではなく、携帯電話機同士、固定電話機同
士等、通話接続する対象及びその組み合わせは種々のものを適用することができる。
【００７７】
　また、電話接続システム１００を構成する転送先管理データベース１１０、呼制御サー
バ１２０及び状態管理サーバ１３０（２３０、３３０、４３０）は、全てが必ずしも同一
ネットワーク（インターネット１１）上に設けられる必要はなく、それらの一部が他のネ
ットワーク上に設けられて互いにデータを授受するようにしてもよい。
【００７８】
　また、上述の各実施の形態においては、電話接続システム１００をインターネット１１
上に設ける場合について述べたが、本発明はこれに限られるものではなく、閉じた回線網
であるいわゆるプライベート網等、種々のネットワークに広く適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１】第１の実施の形態に係る電話接続システムの概略的なシステム構成図
【図２】上記第１の実施の形態の転送先管理データベースにおける番号管理方法の概念図
【図３】上記第１の実施の形態におけるサイトへのログイン方法の説明に供する概略図
【図４】上記第１の実施の形態における動作概要を示す図
【図５】上記第１の実施の形態における動作概要を示す図
【図６】上記第１の実施の形態におけるサイトへのログイン方法の変形例を示す概略図
【図７】第２の実施の形態に係る電話接続システムの動作概要を示すシステム構成図
【図８】上記第２の実施の形態の転送先管理データベースにおける番号管理方法の概念図
【図９】第３の実施の形態に係る電話接続システムの動作概要を示すシステム構成図
【図１０】第４の実施の形態に係る電話接続システムの動作概要を示すシステム構成図
【図１１】上記第４の実施の形態の動作概要を示すタイミングチャート
【図１２】上記第４の実施の形態の変形例に係る動作概要を示すタイミングチャート
【図１３】上記第４の実施の形態の変形例に係る動作概要を示すタイミングチャート
【符号の説明】
【００８０】
　１１…インターネット（ネットワーク）
　１２…携帯電話データ網
　１３…電話網
　５０…携帯電話機
　６０…端末装置
　７０…固定電話機
　１００、２００、３００、４００…電話接続システム
　１１０…転送先管理データベース
　１２０…呼制御サーバ
　１３０、２３０、３３０、４３０…状態管理サーバ
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